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第７回奈良県道路整備委員会の開催について 

 

本県では、奈良県道路整備基本計画を平成２６年７月に策定、令和元年１０

月に改定し、県管理道路の総合的かつ計画的な整備を図っているところです。 

今般、近年の社会情勢や国の動向等を踏まえ、当計画の改定を予定しており、

「奈良県道路の整備に関する条例」に基づき、奈良県道路整備委員会において、

計画改定に向けた議論を行います。 

つきましては、第７回道路整備委員会を下記の通り開催いたしますので、お知

らせします。 

１．開催日時 令和５年９月４日（月） 午後２時～ 

２．開催場所 奈良県庁 本庁舎(主棟) ５階 第一会議室(大) 

３．委員構成 別紙１のとおり 

４．議   事 ・道路整備基本計画の概要 

         ・道路整備基本計画（R1.10 改定後）の取組状況 

         ・道路整備基本計画改定のスケジュールについて 

         ・道路整備基本計画改定の方向性について  ・記者席、傍聴席併せて１０席を用意いたします。 ・傍聴を希望する方は、８月３１日（木）正午までに、住所・氏名・連絡先及び｢第７回奈良県道路整備委員会傍聴希望の旨｣をご記入の上、下記のお問い合わせフォーム URL 又は FAX により、お申し込みください。 ・なお、傍聴希望者が多数の場合には、抽選により傍聴者を決定します。 ・また、抽選の結果は、前日までにご連絡させていただきます（FAX 又は E メールでご連絡いたします。） ・傍聴する際に守っていただく事項について、詳しくは別紙２「奈良県道路整備委員会傍聴要領」をご覧ください。 ・〈問い合わせ先〉 奈良県 県土マネジメント部 道路建設課 道路政策係 ＴＥＬ：０７４２－２７－７４９５  ＦＡＸ：０７４２－２６－１３６０ お問い合わせフォーム URL：https://www.secure.pref.nara.jp/dd.aspx?menuid=1528 

県土マネジメント部 道路建設課 道路政策係 主   幹  木 戸 （内４１４１） 係  長  中 山 （内４１４３） ＴＥＬ ０７４２－２７－７４９５ （直通） 
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奈良県道路整備委員会傍聴要領 

 

１ 傍聴する場合の手続 

 (1) 会議の傍聴を希望する方は、委員会開催案内時に事務局が定める期日

までに、事務局宛に申し込みを行い、許可を得た上で、係員の指示に従

って会議の会場に入室してください。 

 (2) 傍聴希望者が多数の場合、事務局にて抽選を行い、結果を傍聴希望者

宛に通知します。  

 (3) 傍聴者の定員は、原則として１０名とします。 

 

２ 会議を傍聴する場合に守っていただく事項  

   傍聴者は、会議を傍聴する場合は、次の事項を守ってください。  

 (1) 会議開催中は、静粛に傍聴し、拍手その他の方法により、公然と賛否

の意向等を表明しないこと。  

 (2) 旗、のぼり、プラカード又はこれらに類するものを携帯しないこと。 

 (3) 談話をし、又は騒ぎ立てる等、会議の妨害となる行為をしないこと。  

 (4) 飲食又は喫煙を行わないこと。  

 (5) 写真撮影、録画、録音等を行わないこと。ただし、許可を得た場合は、

この限りではありません。   

 (6) 携帯電話等を使用しないこと。  

 (7) 非公開となる議題の審議にはいる場合で指示があったときは、速やか

に会場外に退出すること。 

 (8) その他会場の秩序を乱し、又は会議の支障となる行為をしないこと。  

 

３ 会議の秩序の維持  

 (1) 傍聴者は、会議を傍聴するに当たっては、係員の指示に従ってくださ

い。  

 (2) 傍聴者が２に違反したときは、退場していただく場合があります。  

 (3) 傍聴者が２の違反を繰り返した場合は、次回以降の会議の傍聴をお断

りすることがあります。 

 (4) 会議の秩序を維持するためやむを得ない場合は、会議を途中で非公開

とする場合があります 

別紙２ 


